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元気いっぱいの子どもたち（市内の運動会）
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主
な
内
容

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
（
８
・
９
月
）

◎ 

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８

月
29
日
か
ら
９
月
19
日
ま
で
の
22

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

◎ 

第
３
回
定
例
会
で
は
、
人
事
案
件

５
件
、
平
成
25
年
度
各
会
計
補
正

予
算
３
件
、
平
成
24
年
度
各
会
計

決
算
認
定
８
件
、
条
例
の
制
定
や

一
部
改
正
な
ど
計
27
案
件
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
、
各
常
任

委
員
会
及
び
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
慎
重
な
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
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。
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会
期
・
日
程

●
第
３
回
定
例
会
●

８
月
29
日
（
木
）
本
会
議

　

開
会
、
会
期
の
決
定
、
議
案

　

の
上
程
及
び
説
明
、
監
査
報

　

告
、人
事
・
先
議
案
件
の
採
決

９
月
３
日
（
火
）
本
会
議

　

一
般
質
問

４
日
（
水
）
本
会
議

　

一
般
質
問
、
議
案
に
対
す
る

　

質
疑
、
先
議
案
件
の
採
決
、

　

議
案
の
委
員
会
付
託
、
決
算

　

特
別
委
員
会
の
設
置

５
日
（
木
）
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

６
日
（
金
）
常
任
委
員
会

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会

９
日
（
月
）
常
任
委
員
会

　

経
済
常
任
委
員
会

11 
日
（
水
）
特
別
委
員
会

　

決
算
特
別
委
員
会

12 
日
（
木
）
特
別
委
員
会

　

決
算
特
別
委
員
会

13 
日
（
金
）
特
別
委
員
会

　

決
算
特
別
委
員
会

19 
日
（
木
）
本
会
議

　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、

　

採
決

　

追
加
議
案
の
上
程
及
び
説
明
、

　

質
疑
、
討
論
、
採
決

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
・
調
査
、

　

閉
会

・

議案番号 議　　　案　　　名 議案の概要 結果

報告第 6号 健全化判断比率等の報告につ
いて

健全化判断比率及び資金不足比率について、監
査委員の意見を付けて報告するものです。

報　　告
報告第 7号

平成 24 年度つくばみらい市
水道事業会計継続費精算報告
書について

地方公営企業法施行令の規定により、平成２４
年度に継続年度が終了した事業の継続費の精算
を報告するものです。

報告第 8号 専決処分の報告について（第
２号）

道路管理瑕疵による車両物損事故の損害賠償額
を定めたことについて、報告するものです。

報告第 9号 専決処分の報告について（第
３号）

道路管理瑕疵による車両物損事故の損害賠償額
を定めたことについて、報告するものです。

同意第 3号

政治倫理審査会委員の委嘱に
ついて

政治倫理審査会委員の任期満了に伴い、つくば
みらい市政治倫理条例の規定により同意を求め
るものです。

同　　意

同意第 4号

同意第 5号

同意第 6号

同意第 7号

議案第 63号
つくばみらい市特別職の職員
で非常勤のものの報酬及び費
用弁償に関する条例の一部を
改正する条例

つくばみらい市子ども・子育て会議が設置され
ることに伴い、子ども・子育て会議委員の報酬
額を別表に加えるため、条例の一部を改正する
ものです。

原案可決

議案第 64号 つくばみらい市子ども・子育
て会議条例

子ども・子育て支援法の制定に伴い、同法第 77
条第１項に掲げる事務に関し、調査審議する附
属機関として市子ども・子育て会議を設置する
ため、新たに条例を制定するものです。

議案第 65号 つくばみらい市児童館条例
児童に健全な遊びの場を確保し、健康増進、情
操を豊かにするため、小絹地区に児童館を設置
するに当たり、新たに条例を制定するものです。

議案第 66号 工事請負契約の締結について
（仮称）みらい平地区コミュニティセンター新築工
事請負契約を締結するに当たり、地方自治法第 96
条第１項第５号の規定により提案するものです。
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議案番号 議　　　案　　　名 議案の概要 結果

議案第 67号 公の施設の指定管理者の指定
について

平成 25年９月 30日に都市農村交流施設 (古民
家松本邸 ) の指定管理者の指定期間が満了にな
ることに伴い、引き続き指定管理者として指定
するため議決を求めるものです。

原案可決

議案第 68号 平成 25 年度つくばみらい市
一般会計補正予算（第３号）

歳入歳出それぞれ２億1,214万８千円を追加し、予
算の総額を179億2,825万５千円とするものです。

議案第 69号
平成 25年度つくばみらい市介
護保険特別会計補正予算（第
１号）

歳入歳出それぞれ2,546万９千円を追加し、予算
の総額を27億4,347万４千円とするものです。

議案第 70号
平成２５年度つくばみらい市
農業集落排水事業特別会計補
正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ 165 万円を追加し、予算の総
額を６億 3,926 万９千円とするものです。

議案第 71号 火葬場移設請求事件に関する
調停に代わる決定について

平成25年８月22日に言い渡された火葬場移設請
求事件に関する民事調停法第17条の規定による調
停に代わる決定に対し、当該決定を受諾し異議を
申し立てないことについて、議決を求めるものです。

議案第 72号 工事請負契約の締結について
（仮称）陽光台小学校校舎建設工事請負契約を締
結するに当たり、地方自治法第 96条第１項第５
号の規定により提案するものです。

認定第 1号 平成 24 年度つくばみらい市
一般会計決算認定について

・歳入決算額 194 億 8,128 万 6,214 円
・歳出決算額 185 億 2,717 万 1,664 円
・差引額 ９億 5,411 万 4,550 円
・差引内訳
　　繰越明許 1 億 7,197 万 2,000 円
　(翌年度繰越 ) ７億 8,214 万 2,550 円

原案認定

認定第 2号
平成 24 年度つくばみらい市
国民健康保険特別会計決算認
定について

・歳入決算額 53 億 5,348 万 3,922 円
・歳出決算額 50 億 2,527 万 0,455 円
・差引額 ３億 2,821 万 3,467 円
 ( 翌年度繰越 )

認定第 3号
平成 24 年度つくばみらい市
介護保険特別会計決算認定に
ついて

・歳入決算額 26 億 8,655 万 0,299 円
・歳出決算額 25 億 8,780 万 7,383 円
・差引額 9,874 万 2,916 円
 ( 翌年度繰越 )

認定第 4号
平成 24 年度つくばみらい市
公共下水道事業特別会計決算
認定について

・歳入決算額 12 億 9,682 万 5,289 円
・歳出決算額 12 億 2,913 万 0,086 円
・差引額 6,769 万 5,203 円
 ( 翌年度繰越 )

認定第 5号
平成 24 年度つくばみらい市
農業集落排水事業特別会計決
算認定について

・歳入決算額 ６億 0,328 万 0,661 円
・歳出決算額 ５億 7,621 万 9,220 円
・差引額 2,706 万 1,441 円
・差引内訳
　　繰越明許 1,650 万円
　(翌年度繰越 ) 1,056 万 1,441 円

認定第 6号
平成 24 年度つくばみらい市
市営分譲住宅特別会計決算認
定について

・歳入決算額 5,093 万 4,293 円
・歳出決算額 5,027 万 2,692 円
・差引額 66 万 1,601 円
 ( 翌年度繰越 )

認定第 7号
平成 24 年度つくばみらい市
後期高齢者医療特別会計決算
認定について

・歳入決算額 ３億 0,955 万 0,249 円
・歳出決算額 ３億 0,801 万 1,708 円
・差引額 153 万 8,541 円
 ( 翌年度繰越 )
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議案番号 議　　　案　　　名 議案の概要 結果

認定第 8号
平成 24 年度つくばみらい市
水道事業会計決算認定につい
て

・収益的収入 11 億 8,846 万 7,115 円
・収益的支出 10 億 3,952 万 7,459 円
・資本的収入 12 億 5,753 万 7,500 円
・資本的支出 14 億 6,669 万 6,896 円

原案認定

発議第 2号 地方税財源の充実確保を求め
る意見書

　地方財政は、社会保障関係費などの財源需要
の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状況
が続いている。
　こうした中、基礎自治体である市が、住民サー
ビスやまちづくりを安定的に行うためには、地
方税財源の充実確保が不可欠である。
　よって、国においては、下記事項を実現され
るよう強く求め、内閣総理大臣、財務大臣、総
務大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（経
済財政政策）へ意見書の提出を求めるものです。
１．地方交付税の増額による一般財源総額の確
保について
(1) 地方単独事業を含めた社会保障関係費の増な
ど地方の財政需要を、地方財政計画に的確に反映
することにより、一般財源総額を確保すること。
(2) 特に地方の固有財源である地方交付税につい
ては、本来の役割である財源保障機能・財源調
整機能が適切に発揮されるよう増額すること。
(3) 財源不足額については、臨時財政対策債の発
行等によることなく、地方交付税の法定率の引
上げにより対応すること。
(4) 依然として厳しい地域経済を活性化させる必
要があることから、地方財政計画における歳出
特別枠を維持すること。
(5) 地方公務員給与の引下げを前提として、平成
25年度の地方交付税が削減されたが、地方の固
有財源である地方交付税を国の政策誘導手段と
して用いることは、避けること。
２．地方税源の充実確保等について
(1) 地方が担う事務と責任に見合う税財源配分
を基本とし、当面、国と地方の税源配分を「５：
５」とすること。その際、地方消費税の充実など、
税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税
体系を構築すること。
(2) 個人住民税は、その充実確保を図るとともに、
「地域社会の会費」という基本的な性格を踏まえ、
政策的な税額控除を導入しないこと。
(3) 固定資産税は、市町村の基幹税目であること
から、その安定的確保を図ること。特に、償却資
産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する
課税等については、現行制度を堅持すること。
(4) 法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。
(5) 自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源
を示さない限り、市町村への財源配分の仕組み
を含め現行制度を堅持すること。
(6) ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村に
とって貴重な税源となっていることから、現行
制度を堅持すること。
(7) 地球温暖化対策において地方自治体が果たし
ている役割を踏まえ、地球温暖化対策譲与税を
新たに創設するなど、地方税財源を確保する仕
組みを構築すること。

原案可決
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議案番号 議　　　案　　　名 議案の概要 結果

発議第 3号 つくばエクスプレス東京駅延
伸に関する意見書

　つくばエクスプレスは、今年で開業８周年を
迎え、平成 25年７月の１日当たり平均乗車人員
は 32万人を超えており、首都圏都市鉄道網にお
いても非常に重要な路線となっております。
　また、沿線地域では、「大都市地域における宅
地開発及び鉄道整備の一体的推進に関する特別
措置法」に基づき、つくばエクスプレスの建設
と併せて、土地区画整理事業による良好な居住
環境の整備が行われており、沿線への定住促進
と企業誘致を積極的に進めることで、つくばエ
クスプレスの利用促進に鋭意努力しております。
　国の運輸政策審議会においては、つくばエク
スプレスの「東京駅延伸」の整備を検討すべき
路線として位置付けられており、このことによ
り一層の利便性の向上が図られるものと想定さ
れております。
　一方、成田・羽田空港間を結ぶ国際都市東京
に向けたプロジェクトである「都心直結線計画」
が、安倍政権の日本経済再生に向けた成長戦略
として閣議決定され、平成 25、26 年度の２か
年で建設に関わる調査を実施し、平成 27年度か
ら具体的な整備検討を行うものとされておりま
す。
　また、都心直結線とつくばエクスプレスの新
東京駅は、同位置と想定されているため、これ
らを同時に建設することで費用が大きく削減さ
れることが明確化しております。
　この度、平成32年（2020年）には、東京で
オリンピックが開催されることが決定したため、
国際都市東京の構築に向けた動きが活発化し、
都心直結線も東京オリンピックの開催に合わせ
て整備されることも想定されます。
　都心直結線の整備及びつくばエクスプレスの
東京駅延伸は、世界の各都市と空港、都心と研
究学園都市を結ぶ首都圏における重要な交通網
となり、つくばエクスプレス沿線地域への大き
な経済効果が見込まれ、沿線都市の発展には欠
かすことの出来ないものであります。
　よって、つくばみらい市をはじめとした沿線
地域の発展に寄与するため、都心直結線の整備
と同時に、つくばエクスプレスの東京駅延伸の
整備が進められるよう、国土交通大臣及び茨城
県知事へ意見書の提出を求めるものです。

原案可決

番　号 請　願 ・ 陳　情　名 結　　果

請願第 2号 （仮称）陽光台小学校における開校前　試験運用実施を求める請願 継続審査

陳情第 2号 違法な臓器生体移植を禁じることを求める陳情書
全議員及
び執行部
に配布し
ました。

陳情第 3号 地球社会建設決議に関する陳情書

陳情第 4号 「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に関する地方の財源確保のための意見書採
択」に関する陳情について
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●
中
島
議
員　

世
界
の
爆
発

的
人
口
増
に
農
業
生
産
が
追

い
つ
か
ず
、
異
常
気
象
の
常

態
化
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、

農
業
従
事
者
の
減
少
等
、
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
が
悪
化

す
る
中
、
日
本
の
食
糧
自
給

率
は
13
％
ま
で
激
減
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

世
界
の
ど
こ
か
で
大
き
な

紛
争
が
起
き
た
場
合
や
、
米

豪
等
輸
出
国
が
干
ば
つ
等
で

凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、

日
本
は
食
糧
不
足
に
陥
る
こ

と
に
な
る
。

　

市
民
の
生
命
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
市
長
は
、
こ

の
よ
う
な
情
勢
を
想
定
し
、

農
業
を
い
か
に
守
っ
て
育
て

る
か
は
大
き
な
責
務
の
一
つ

●
海
老
原
議
員　

以
前
、
山
王

新
田
地
区
の
工
事
の
際
に
質

問
し
た
が
、
今
般
、
民
間
ガ
ス

会
社
が
谷
井
田
地
区
の
工
事
に

入
っ
た
。
道
路
使
用
に
つ
い
て

は
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
、
区

域
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
て
い
く
の
か
。
そ
の
事

業
の
広
報
は
業
者
任
せ
で
あ
る

が
、
も
っ
と
市
民
に
わ
か
り
や

す
い
広
報
の
仕
方
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
谷
井
田
小
学
校
の

通
り
や
そ
の
近
辺
に
は
、
ス
ー

パ
ー
や
自
動
車
教
習
所
も
あ
る

が
、
そ
う
い
う
方
々
の
交
通
の

便
宜
を
ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

　

ガ
ス
の
工
事
は
国
の
認
可
事

業
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
市
の

道
路
を
使
用
さ
せ
る
権
限
は
市

長
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ

か
ら
、
上
下
水
道
課
や
建
設
課

と
は
、
ど
の
よ
う
に
協
議
さ
れ

て
き
た
の
か
。
市
民
へ
の
対
応

は
施
行
業
者
任
せ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
伺
い
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

本
市
に

お
け
る
都
市
ガ
ス
事
業
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
昨
年
よ
り
、

民
間
ガ
ス
事
業
者
が
経
済
産

業
省
の
許
可
を
得
て
整
備
し

て
い
る
。
事
業
等
の
広
報
は
、

事
業
者
が
許
可
条
件
を
遵
守

し
、
自
ら
の
営
業
活
動
の
ひ

と
つ
と
し
て
行
う
べ
き
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。

　

既
に
工
事
区
域
や
期
間
、

時
間
等
の
お
知
ら
せ
を
個
別

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
各

個
人
宅
の
出
入
口
付
近
工
事

に
つ
い
て
も
説
明
を
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

次
に
、
市
道
へ
の
ガ
ス
管

理
設
に
伴
う
道
路
占
用
申
請

に
お
い
て
は
、
道
路
法
施
行

令
の
許
可
基
準
に
適
合
す
る

限
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て

許
可
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ま
た
、
工
事
に
伴
う
道
路

の
通
行
止
め
等
は
、
警
察
の

許
可
を
得
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
交
通
誘
導
員
の
配
置

や
工
事
規
制
看
板
の
設
置
、

迂
回
路
の
設
置
な
ど
を
警
察

か
ら
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　

市
で
は
事
業
者
に
対
し
、

地
域
ご
と
に
集
会
の
場
を
設

け
、
事
業
説
明
に
併
せ
工
事

予
告
の
看
板
設
置
や
工
事
期

間
、
時
間
帯
等
の
説
明
を
お

願
い
し
て
い
る
。

　

次
に
、
上
水
道
と
事
業
者

と
の
協
議
に
お
い
て
は
、
水

道
配
管
図
を
提
供
し
、
本
管

位
置
や
口
径
な
ど
を
知
ら
せ

て
い
る
が
、
30
年
、
40
年
前

に
施
工
し
た
各
戸
の
給
水
管

は
、
埋
設
位
置
が
不
明
の
も

の
も
多
い
た
め
、
事
業
者
に

試
験
掘
り
な
ど
で
位
置
を
確

認
し
て
も
ら
い
工
事
を
進
め

て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
掘
削
に
よ
り

水
道
管
を
破
損
す
る
漏
水
事

故
も
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
の

場
合
は
、
連
絡
を
受
け
た
市

職
員
が
現
場
で
修
理
方
法
を

指
示
す
る
な
ど
、
速
や
か
な

復
旧
に
心
が
け
て
い
る
。
し

か
し
、
修
理
中
は
断
水
に
な

る
場
合
も
あ
り
、
市
民
の
皆

様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
、
慎
重
を
期
し
て
施
工

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
取
手
広
域
下
水

道
組
合
と
も
同
様
に
調
整
や

協
議
を
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
特
に
、
布
設
工
事
の

予
定
箇
所
は
、
現
場
で
ガ
ス

事
業
者
と
占
用
位
置
を
確
認

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 

行
財
政
運
営
の
進
捗
に
つ

い
て

る
け
お
に
会
議
市
例
定

都市ガス工事につ
いて

海老原　弘　議員

農業政策について

中島　五郎　議員
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つくばみらい市　議会だより

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
世

の
た
め
に
も
、
今
こ
そ
一
丸

と
な
っ
て
農
業
が
大
事
に
さ

れ
る
社
会
を
作
る
た
め
、
努

力
す
る
責
任
が
あ
る
と
思

う
。

　

そ
こ
で
市
長
の
農
業
保
護

政
策
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺

い
た
い
。

●
市
長　

現
在
、
日
本
の
農

業
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
農
業

従
事
者
の
減
少
や
担
い
手
の

高
齢
化
、
食
料
自
給
率
の
低

下
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
国
の
経
営
所

得
安
定
対
策
等
、
国
・
茨
城

県
で
行
う
対
策
事
業
に
市
単

独
補
助
事
業
を
効
果
的
に
組

み
合
わ
せ
、
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
て
推
進
し
て
い

く
。

　

本
市
の
農
業
の
現
状
に
つ

い
て
は
、
昨
年
７
月
、
全
農

家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
農
業
経
営
者
の

65
％
が
60
歳
以
上
、
78
％
が

今
後
10
年
以
内
に
離
農
を
考

え
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
ま

ず
第
一
に
懸
念
さ
れ
る
の
が
、

後
継
者
問
題
に
よ
る
兼
業
化

の
進
行
、
担
い
手
農
家
の
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
り

販
売
農
家
が
減
少
し
、
毎
年
、

耕
作
さ
れ
な
い
農
地
が
発
生

し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
は
、

農
業
生
産
基
盤
が
揺
ら
ぐ
こ

と
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
問
題

を
解
決
す
る
方
策
と
し
て
、

本
市
で
は
、
国
が
平
成
24
年

度
に
開
始
し
た
人
・
農
地
プ

ラ
ン
事
業
を
、
県
内
で
も
い

ち
早
く
昨
年
10
月
に
策
定
を

し
た
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
新
た

な
担
い
手
の
確
保
、
育
成
を

支
援
す
る
制
度
を
活
用
し
、

個
人
経
営
の
農
家
の
み
な
ら

ず
、
集
落
営
農
の
組
織
化
や

法
人
化
な
ど
、
体
制
づ
く
り

の
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

さ
ら
に
、
農
地
の
貸
し
借
り

を
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
次
ぐ
こ

と
が
で
き
、
既
に
農
地
集
積

の
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。

今
後
も
県
と
連
携
を
強
化
し

推
進
し
て
参
り
た
い
。

　

今
後
の
農
業
は
、
担
い
手

の
育
成
と
農
地
の
集
積
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

生
産
性
の
向
上
及
び
効
率
化

を
図
る
た
め
、
農
地
集
積
を

目
的
と
し
た
市
単
独
機
械
整

備
事
業
、
国
・
県
補
助
事
業

を
活
用
し
た
基
盤
整
備
事
業

な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、

効
果
的
で
安
定
し
た
農
業
経

営
を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 

繰
り
越
し
明
許
費
に
つ
い

て
☆ 

取
手
地
方
広
域
下
水
道
組

合
下
水
道
使
用
料
の
徴
収

事
務
に
つ
い
て

●
今
川
議
員　

み
ら
い
平
地

区
は
人
口
が
8
千
人
を
超
え
、

先
だ
っ
て
街
の
完
成
式
が
行

わ
れ
た
。
町
名
も
陽
光
台
・

富
士
見
ヶ
丘
・
紫
峰
ヶ
丘
と

丁
目
番
地
も
決
め
ら
れ
て
、

住
環
境
が
整
備
さ
れ
今
後
も

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や

学
校
等
も
建
設
さ
れ
る
。

　

そ
の
中
で
行
政
区
は
陽
光

台
に
一
つ
あ
る
だ
け
で
、
ま

だ
無
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

市
に
転
入
さ
れ
た
方
に
も
市

民
窓
口
課
で
行
政
案
内
が
出

来
な
い
状
況
で
あ
る
。
行
政

区
が
な
い
訳
だ
か
ら
市
の
行

事
（
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
は
じ

め
各
種
募
金
）
は
、
一
切
出

来
な
い
状
態
が
今
も
続
い
て

い
る
。

　

私
と
市
区
長
会
長
、
陽
光

台
区
長
さ
ん
と
行
政
区
設
立

に
つ
い
て
市
長
に
要
望
し
た

が
、
そ
の
後
ど
う
対
応
さ
れ

た
の
か
。
行
政
区
設
立
に
関

し
て
は
、
担
当
課
が
専
従
職

員
で
対
応
を
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

差
別
の
な
い
公
平
な
行
政

が
原
則
で
あ
る
。
具
体
的
な

行
動
を
お
願
い
し
た
い
。

●
市
長　

市
で
は
、
市
行
政

と
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ
役

を
担
っ
て
い
た
だ
く
た
め
行

政
区
を
設
置
し
、
行
政
区
内

の
自
治
組
織
の
代
表
者
に
行

政
協
力
員
を
委
嘱
し
て
い

る
。
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
、
行
政
区

は
市
行
政
の
円
滑
な
運
営
か

ら
も
重
要
な
組
織
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
み
ら
い
平
地
区

内
の
行
政
区
は
、
現
在
、
陽

光
台
行
政
区
の
１
カ
所
の
み

で
あ
る
。
文
書
配
布
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
、
市
の
発
行

文
書
が
業
者
委
託
の
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
市
内
全

戸
配
布
に
切
り
替
わ
っ
て
い

る
が
、
回
覧
は
行
政
区
が
な

い
地
域
に
は
回
ら
な
い
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

団
体
の
会
報
を
通
じ
て
お
知

ら
せ
し
て
き
た
。

　

本
年
７
月
、
み
ら
い
平
地

区
の
行
政
区
設
立
の
推
進
へ

の
要
望
と
対
策
の
提
案
を
い

た
だ
き
、
担
当
課
に
指
示
を

行
っ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
行
政

区
の
設
立
に
は
、
自
治
組
織

の
設
立
が
必
要
と
考
え
、
情

報
提
供
や
地
域
住
民
の
相
談

に
可
能
な
限
り
助
言
を
行
っ

て
き
た
。

　

し
か
し
、
み
ら
い
平
地
区

は
新
た
な
転
入
者
が
大
半
を

占
め
、
行
政
区
が
あ
る
他
の

みらい平地区の自治
会設立について

今川　英明　議員
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地
域
に
比
べ
、
地
域
と
の
結

び
つ
き
が
ま
だ
薄
い
地
域
で

あ
る
た
め
、
今
後
は
、
自
治

組
織
づ
く
り
に
先
立
っ
て
、

同
地
区
に
行
政
区
単
位
で
の

エ
リ
ア
分
け
を
行
政
側
が
行

い
、
そ
の
エ
リ
ア
内
で
行
政

区
設
立
を
進
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
併
せ
て
、
引
き
続

き
自
治
組
織
設
立
に
向
け
、

住
民
へ
の
周
知
活
動
を
進
め

る
と
共
に
、
情
報
提
供
や
相

談
業
務
を
行
っ
て
い
く
。

　

市
が
積
極
的
に
今
の
体
制

で
進
め
て
行
く
中
で
、
人
員

的
な
問
題
が
あ
れ
ば
、
専
従

職
員
も
考
え
る
必
要
が
あ

る
。

施
設
が
な
い
の
で
、
大
き
な

競
技
大
会
が
開
催
で
き
る
よ

う
な
競
技
施
設
の
建
設
誘
致

に
関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
を
併
せ
て
お

聞
か
せ
願
い
た
く
伺
う
。

●
市
長　

平
成
31
年
に
茨
城

県
で
45
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
る
第
74
回
国
民
体
育
大
会

は
、
開
催
に
向
け
た
準
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
各
種
競

技
会
場
は
、
既
存
施
設
で
開

催
で
き
る
会
場
選
定
を
前
提

と
し
、
平
成
23
年
度
に
各
市

町
村
へ
開
催
希
望
種
目
の
意

向
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

本
市
に
は
、
関
東
屈
指
の

ゴ
ル
フ
場
が
４
つ
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
ゴ
ル
フ
競
技
の
開

催
希
望
を
申
し
出
た
。
会
場

選
定
で
は
、
競
技
団
体
の
茨

城
県
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
連

盟
の
意
向
や
、
希
望
す
る
市

町
村
の
意
向
等
を
国
体
準
備

委
員
会
で
検
討
し
た
結
果
、

笠
間
市
と
大
洗
町
が
開
催
地

と
選
定
さ
れ
た
。

　

本
市
で
は
、
引
き
続
き
市

体
育
協
会
加
盟
の
ス
ポ
ー

ツ
団
体
を
通
じ
て
、
大
会
開

催
前
に
開
か
れ
る
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
に
つ
い

て
、
本
市
の
既
存
施
設
で
の

●
直
井
議
員　

茨
城
国
体
が

開
催
さ
れ
る
旨
、
先
立
っ
て

新
聞
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）

に
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
実
に

約
５
０
年
ぶ
り
の
平
成
31
年

（
２
０
１
９
年
）
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る

　

平
成
31
年
に
茨
城
県
で
開

催
さ
れ
る
２
回
目
の
国
体
に

向
け
て
、
県
で
は
具
体
的
な

準
備
を
進
め
て
い
る
よ
う
で

あ
る
が
、
本
市
に
お
け
る
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
ま
た
、

本
市
に
は
大
き
な
競
技
大
会

を
開
催
で
き
る
よ
う
な
競
技

●
市
民
経
済
部
長　

市
の
規

則
で
行
政
区
に
つ
い
て
は
、

地
縁
的
な
ま
と
ま
り
の
あ
る

区
域
の
集
落
、
ま
た
は
自

治
会
等
の
範
囲
で
あ
る
こ

と
、
市
街
化
区
域
内
は
概
ね

1
0
0
世
帯
以
上
な
ど
の
基

準
が
あ
る
。

　

現
在
、
市
で
規
定
し
た
行

政
区
に
は
該
当
し
な
い
が
、

み
ら
い
平
地
区
内
で
回
覧
の

配
布
等
を
お
願
い
し
て
い
る

自
治
会
や
区
域
が
６
カ
所
あ

り
、
今
後
は
、
こ
の
６
つ
の

区
域
に
お
い
て
、
行
政
区
設

立
を
働
き
か
け
て
い
く
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 

狭
隘あ

い

道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て

☆ 

駐
輪
場
の
管
理
と
放
置
自

転
車
対
策
に
つ
い
て

開
催
可
能
な
種
目
は
何
か
を

選
定
の
上
、
さ
ら
に
競
技
団

体
か
ら
の
合
意
が
得
ら
れ
る

よ
う
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
市
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
や
常
磐
高
速
道
路
な

ど
の
公
共
交
通
網
が
整
備
さ

れ
、
開
催
地
に
ふ
さ
わ
し
い

地
域
と
考
え
て
い
る
。
全
国

に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
捉
え
、

関
係
機
関
と
連
携
の
上
、
準

備
を
進
め
て
参
り
た
い
。

　

ま
た
、
本
市
で
競
技
が
で

き
る
よ
う
な
、
大
き
な
競
技

場
の
設
立
を
今
後
い
ろ
い
ろ

検
討
し
、
ご
意
見
を
聞
き
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

●
教
育
長　

国
民
体
育
大
会

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
誰
も
が

気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
競
技
と
し
て
開

催
し
て
お
り
、
市
教
育
委
員

会
で
は
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推

進
し
て
い
く
観
点
か
ら
、
市

体
育
協
会
及
び
県
体
育
協
会

加
盟
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
開
催
が
出
来
る
よ
う
県

国
体
推
進
課
と
の
調
整
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 

学
校
保
健
施
設
の
衛
生
環

境
に
つ
い
て

茨城国体開催に向けた本市
の取り組みについて

直井　高宏　議員
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難
所
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
や
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
な
ど
、
防
災
設
備

の
設
置
な
ど
防
災
公
園
と
し

て
の
利
用
や
、
防
災
倉
庫
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

さ
ら
に
、
市
民
の
自
主
防

災
意
識
を
促
進
す
る
た
め
、

防
災
知
識
を
学
ぶ
場
所
と
し

て
、
災
害
時
の
避
難
生
活
を

想
定
し
た
野
外
生
活
を
体
験

で
き
る
キ
ャ
ン
プ
場
の
設
置

を
提
案
し
た
い
。

●
都
市
建
設
部
長　

現
在
、

19
カ
所
あ
る
市
都
市
公
園
の

ほ
と
ん
ど
は
、
年
６
回
の
除

草
作
業
を
専
門
業
者
に
委
託

し
て
い
る
。
な
お
簡
単
な
作

業
は
、
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
１
回
遊
具
の
点
検

を
実
施
し
、
危
険
性
の
高
い

遊
具
か
ら
修
理
を
行
っ
て
い

る
。

　

次
に
、
さ
る
ま
い
自
然
公

園
は
平
成
８
年
に
開
園
し
て

以
来
、
自
然
の
形
を
残
し
な

が
ら
管
理
し
て
き
た
が
、
一

部
の
施
設
は
老
朽
化
が
激
し

く
、
現
在
、
安
全
性
の
面
か

ら
利
用
を
制
限
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
改
修
に
は
多
額

の
費
用
や
利
用
者
が
少
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
費
用
対
効

果
を
踏
ま
え
、
地
元
の
方
や

利
用
者
の
意
見
を
参
考
に
、

今
後
の
対
応
を
調
査
研
究
し

て
参
り
た
い
。

●
市
民
経
済
部
長　

山
王
新

田
農
村
公
園
外
５
カ
所
の
管

理
状
況
は
、
国
の
指
針
に
従

い
年
１
回
の
遊
具
の
点
検
、

月
１
回
程
度
の
職
員
の
見
回

り
を
実
施
し
て
い
る
。
除
草

等
は
、
設
置
地
域
の
方
の
協

力
に
よ
り
管
理
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
あ
る
が
、
山
王

新
田
農
村
公
園
は
規
模
が
大

き
い
た
め
、
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
除
草
を
委
託

し
て
い
る
。

●
鐘
ケ
江
議
員　

本
市
に
は

市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
都

市
公
園
や
農
村
公
園
等
多
数

の
公
園
が
あ
る
が
、
除
草
や

遊
具
設
備
の
管
理
は
公
園
に

よ
っ
て
担
当
部
署
が
違
い
、

利
用
状
況
に
よ
っ
て
も
維
持

管
理
に
差
が
生
じ
る
の
で
は

な
い
か
。
特
に
「
さ
る
ま
い

自
然
公
園
」
の
管
理
状
況
は

酷
い
も
の
で
あ
る
。
公
園
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
一
時
避

公園の管理及び利用
について

鐘ケ江　礼生奈　議員

●
川
上
議
員　

遠
距
離
通
学

や
通
学
路
が
危
険
だ
と
い
う

場
合
は
、
安
全
に
通
学
で
き

る
よ
う
市
が
対
応
し
て
い
く

の
は
当
然
の
こ
と
だ
が
、
そ

れ
は
公
平
に
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
実
態
は
コ
ミ
バ

ス
利
用
者
は
全
額
自
己
負

担
、
公
共
バ
ス
を
利
用
す
る

場
合
は
市
が
3
分
の
1
相
当

☆ 

本
市
の
農
業
の
役
割
に
つ

い
て

●
教
育
部
長　

谷
井
田
ふ
れ

あ
い
公
園
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
遊
具
点
検
を
毎
年
実
施

し
て
い
る
。
昨
年
度
は
滑
り

台
の
老
朽
化
が
判
明
し
、
今

年
度
、
新
た
に
設
置
替
え
を

し
て
い
る
。

●
総
務
部
長　

災
害
時
、
公

園
施
設
は
市
地
域
防
災
計
画

の
中
で
、
被
災
者
が
一
時
的

な
生
活
の
本
拠
地
と
な
る
避

難
所
、
生
命
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
一
時
的
な
避
難

場
所
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。

　

災
害
の
規
模
や
状
況
に
も

よ
る
が
、
公
的
救
助
機
関
の

活
動
の
拠
点
、
自
分
自
身
で

公
園
に
避
難
す
る
自
助
の

場
、
さ
ら
に
は
避
難
し
て
き

た
皆
さ
ん
と
助
け
合
え
る
共

助
の
場
と
も
な
り
得
る
と
考

え
て
い
る
。

　

15
カ
所
の
都
市
公
園
に
は

防
火
水
槽
を
設
置
し
、
う
ち

１
カ
所
は
飲
料
水
と
し
て
も

利
用
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に

勘
兵
衛
新
田
児
童
公
園
と
絹

の
台
桜
公
園
に
は
、
防
災
倉

庫
を
設
置
し
、
土
の
う
袋
や

ス
コ
ッ
プ
な
ど
の
資
機
材
を

保
管
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
防
災
教
育
等
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
と
今

後
協
議
し
検
討
し
て
い
き
た

い
。
さ
ら
に
、
か
ま
ど
の
設

備
や
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

も
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。小学生の通学バス等の

取り扱いについて

川上　文子　議員



10

平成25年 11月１日発行　第30号

を
補
助
、
板
橋
小
学
校
の
自

転
車
通
学
者
へ
の
通
学
バ
ス

は
3
千
円
の
自
己
負
担
が
あ

る
一
方
、
開
発
地
か
ら
の
通

学
バ
ス
は
無
料
。
こ
れ
は
お

か
し
い
。

　
「
開
発
地
域
は
本
来
行
く

べ
き
学
校
に
行
け
な
い
か

ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
近
か

ろ
う
と
遠
か
ろ
う
と
無
料
の

バ
ス
を
出
す
と
な
る
と
、
新

設
小
学
校
の
学
区
割
り
を
み

ら
い
平
地
区
に
限
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ず
、
こ
う

い
う
不
公
正
な
や
り
方
が
、

市
政
判
断
の
歪
み
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。

　

距
離
や
危
険
度
の
統
一
し

た
基
準
に
基
づ
き
市
内
公
平

に
行
う
べ
き
だ
。

●
市
長　

児
童
の
通
学
は
徒

歩
が
基
本
と
考
え
る
が
、
場

合
に
よ
り
徒
歩
通
学
が
厳
し

い
状
況
も
あ
る
。
み
ら
い
平

地
区
に
お
い
て
は
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
板

橋
小
学
校
へ
は
遠
距
離
で
の

自
転
車
通
学
の
児
童
に
対
す

る
通
学
バ
ス
を
運
行
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
通
学
距
離
が
３
㎞

以
上
の
児
童
が
路
線
バ
ス
を

利
用
す
る
場
合
、
遠
距
離
通

学
費
補
助
も
実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
本
来
と
は
違
う

学
区
に
通
学
し
て
い
る
み
ら

い
平
地
区
の
児
童
へ
の
対

応
、
朝
夕
の
交
通
量
が
多

く
、
歩
道
が
な
い
危
険
な
県

道
を
自
転
車
で
通
学
す
る
板

橋
小
学
校
児
童
へ
の
対
応
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
な
事

情
等
が
あ
っ
て
実
施
し
て
い

る
事
業
で
あ
り
、
事
業
手
法

や
利
用
者
の
負
担
も
、
事
情

に
合
っ
た
適
切
な
対
応
と
考

え
て
い
る
。

●
教
育
長　

み
ら
い
平
地
区

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、
現
在

2
0
0
人
以
上
の
児
童
が
利

用
し
て
い
る
。
み
ら
い
平
地

区
は
小
張
・
谷
原
小
学
校
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
通
学

区
域
で
あ
っ
た
が
、
約
９
割

が
小
張
小
学
校
を
希
望
し
た

こ
と
か
ら
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎

の
増
設
や
既
存
教
室
の
変
更

な
ど
の
対
応
を
図
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
以
上
の
受

け
入
れ
が
難
し
く
な
り
、
谷

原
・
十
和
・
福
岡
小
学
校
に

分
け
、
学
区
を
変
更
し
て
通

学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
、
無
料
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
板
橋
小
学
校
通
学

●
古
川
議
員　

①
社
会
全
体

が
ト
イ
レ
は
洋
式
で
あ
り
、

児
童
に
と
っ
て
和
式
は
使
い

づ
ら
い
。
②
災
害
時
の
避
難

場
所
と
な
る
こ
と
か
ら
高
齢

者
等
に
と
っ
て
も
使
用
し
易

く
す
る
こ
と
。
③
和
式
は
便

器
の
外
側
に
尿
な
ど
雑
菌
が

飛
び
散
る
こ
と
か
ら
衛
生
的

に
は
洋
式
が
良
い
。
④
床
は

水
で
洗
い
流
す
湿
式
よ
り
、

モ
ッ
プ
で
拭
け
る
乾
式
の
方

が
掃
除
し
や
す
く
衛
生
的
で

あ
る
。
以
上
4
つ
の
点
か
ら
、

学
校
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
と
床
の
乾
式
化
を
求
め
る
。

　

板
橋
・
豊
・
小
張
小
学
校

は
、
耐
震
・
大
規
模
改
修
と

合
わ
せ
て
洋
式
・
乾
式
床
に

改
修
が
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ

か
の
小
学
校
は
和
式
と
洋
式

が
3
対
１
の
割
合
で
和
式
が

主
流
で
あ
る
。
今
後
の
改
修

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
耐
震
度
が
満
た
さ

れ
、
改
修
工
事
の
予
定
が
な

い
福
岡
・
十
和
・
谷
原
小
学

校
に
つ
い
て
も
早
い
時
期
に

改
修
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

●
教
育
長　

近
年
、
生
活
ス

タ
イ
ル
の
変
化
か
ら
、
な
れ

な
い
和
式
ト
イ
レ
が
使
い
に

く
い
と
感
じ
る
児
童
が
、
増

加
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
承

バ
ス
は
、
現
在
31
人
の
児
童

が
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は

歩
道
が
な
く
大
型
車
両
等
の

交
通
が
非
常
に
多
い
、
特
に

危
険
な
県
道
を
自
転
車
で
通

学
す
る
児
童
の
た
め
、
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ

等
を
改
正
し
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
児
童
の

安
全
を
考
え
、
今
年
１
年
間

に
限
り
通
学
バ
ス
を
運
行
す

る
も
の
で
あ
る
。
コ
ミ
バ
ス

の
前
倒
し
的
な
考
え
の
も

と
、
自
己
負
担
を
お
願
い
し

て
い
る
。

　

次
に
、
コ
ミ
バ
ス
を
利
用

す
る
通
学
へ
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
コ
ミ
バ
ス
は
も
と
も

と
低
額
な
運
賃
で
、
利
用
者

に
対
し
助
成
を
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
な
お
保

護
者
負
担
は
、
路
線
バ
ス
利

用
者
と
コ
ミ
バ
ス
利
用
者
は

共
に
月
約
2
千
円
で
、
概
ね

同
程
度
の
負
担
と
な
っ
て
い

る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
利
用
に
つ
い
て

み
ら
い
平
地
区
か
ら
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
通
学
す
る
児
童

学校トイレの洋式化
について

古川　よし枝　議員
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●
坂
議
員　
「
胃
が
ん
」
の

原
因
の
一
つ
が
胃
内
部
に
巣

食
う
ピ
ロ
リ
菌
で
あ
る
こ
と

は
、
医
学
界
の
国
際
的
な
常

識
と
な
っ
て
お
り
、
ピ
ロ
リ

菌
の
除
菌
で
、
そ
の
胃
が
ん

リ
ス
ク
が
改
善
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。
本
年
の
２

月
よ
り
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
治

療
に
つ
い
て
、
保
険
適
用
が

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　

そ
こ
で
現
在
、
市
に
お
け

る
み
ら
い
健
診
で
実
施
し
て

い
る
バ
リ
ウ
ム
検
査
に
よ
る

胃
が
ん
検
診
に
加
え
、
こ
の

ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
の
有
無
、

胃
の
粘
膜
の
萎
縮
度
な
ど
の

程
度
を
検
査
す
る
「
胃
が
ん

リ
ス
ク
検
診
」
を
、
制
度
と

し
て
導
入
し
て
は
ど
う
か
と

考
え
る
が
、
御
所
見
を
お
伺

い
し
た
い
。

●
市
長　

が
ん
は
死
亡
原
因

の
第
１
位
で
あ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
同
様
で
、
が
ん
罹り

患
率
と
死
亡
率
の
軽
減
を
目

的
に
、
が
ん
予
防
の
啓
発
、

検
診
の
受
診
率
の
向
上
な
ど

を
重
点
的
に
実
施
す
る
た

め
、
平
成
23
年
７
月
に
健
康

増
進
課
内
に
が
ん
対
策
室
を

設
立
し
た
。

　

が
ん
の
予
防
及
び
早
期

発
見
の
重
要
性
を
強
く
認
識

し
、
国
が
定
め
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
従
っ
た
検
診
の
推
進

や
広
報
の
が
ん
対
策
室
通

信
、
出
前
講
座
等
で
が
ん
予

防
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

徐
々
に
、
が
ん
対
策
室
の
設

立
効
果
が
表
れ
て
き
た
と
考

え
て
い
る
。

●
保
健
福
祉
部
長　

本
市
で

は
、
が
ん
の
予
防
及
び
早
期

発
見
の
た
め
、
国
が
定
め
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
検
診
実
施

の
た
め
の
指
針
）
に
従
っ
て

検
診
を
推
進
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
本
市
の
胃
が
ん
検

診
は
、
推
奨
さ
れ
て
い
る
胃

部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
採
用

し
、
受
診
率
向
上
の
た
め
個

別
通
知
等
で
受
診
勧
奨
を

図
っ
て
い
る
。

　

確
か
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

お
い
て
も
、
ピ
ロ
リ
菌
の
持

続
感
染
は
胃
が
ん
発
症
に
か

か
わ
る
要
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
検

査
実
施
に
よ
る
胃
が
ん
死
亡

率
を
減
少
さ
せ
る
効
果
の
実

証
が
、
ま
だ
不
十
分
と
さ
れ
、

行
政
が
行
う
検
診
と
し
て
推

奨
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
胃
が
ん
検
診
を
委

知
し
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
、
平
成
22
年
度
か
ら
計

画
的
に
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事
及
び
大
規
模
改
修
工
事
に

合
わ
せ
、
和
式
ト
イ
レ
か
ら

洋
式
ト
イ
レ
へ
改
修
を
実
施

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
学

校
は
、
教
育
の
観
点
か
ら
、

ひ
と
つ
の
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
当

た
り
１
基
の
和
式
ト
イ
レ
を

残
し
て
い
る
。

　

現
在
の
洋
式
化
率
の
割
合

は
、
男
子
ト
イ
レ
1
7
2
カ

所
の
う
ち
52
カ
所
で
約
30
％
、

女
子
ト
イ
レ
3
1
3
カ
所
の

う
ち
94
カ
所
で
約
30
％
で
あ

る
。
ま
だ
ま
だ
洋
式
化
率
が

低
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
、
計
画
的
に
改
修

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
耐
震
補
強
工
事
を

優
先
し
て
進
め
て
お
り
、
耐

震
補
強
工
事
予
定
の
谷
井

田
・
東
・
三
島
小
学
校
及
び

伊
奈
中
学
校
は
、
耐
震
補
強

工
事
と
合
わ
せ
て
実
施
す
る

大
規
模
改
修
工
事
の
中
で
、

洋
式
ト
イ
レ
へ
の
改
修
を
予

定
し
て
い
る
。
耐
震
改
修
が

不
要
な
学
校
に
つ
い
て
は
、

耐
震
補
強
工
事
が
全
て
完
了

し
た
後
に
、
順
次
改
修
を
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
既
に
洋
式
化
さ
れ
て
い

る
学
校
が
６
校
あ
り
、
残
り

の
学
校
に
つ
い
て
も
計
画
を

立
て
て
洋
式
化
を
進
め
た
い
。

　

次
に
、
ト
イ
レ
床
の
ド
ラ

イ
形
式
化
に
つ
い
て
は
、
大

規
模
改
修
が
終
わ
っ
た
板

橋
・
小
張
・
豊
小
学
校
の
３

校
は
ド
ラ
イ
形
式
を
採
用
し

て
い
る
。
今
後
、
改
修
を
計

画
す
る
学
校
は
ド
ラ
イ
形
式

を
考
え
て
い
る
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
暑
さ
対

策
に
つ
い
て

☆ 

市
営
住
宅
家
賃
・
敷
金
の

減
免
申
請
に
つ
い
て

託
し
て
い
る
茨
城
県
健
診
協

会
で
も
、
同
様
の
理
由
に
よ

り
ピ
ロ
リ
菌
検
査
は
実
施
し

て
い
な
い
。
現
在
、
県
内
で

同
検
査
を
実
施
し
て
い
る
市

は
、
集
団
健
診
で
は
な
く
、

医
療
機
関
検
診
の
み
の
実
施

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
検

査
及
び
除
菌
治
療
の
保
険
適

用
は
、
全
て
の
人
が
対
象
で

は
な
く
、
対
象
と
な
る
患
者

が
限
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
国
及
び

他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に

つ
い
て

ピロリ菌の除菌で
胃がんの撲滅を

坂　　洋　議員
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●
染
谷
議
員　

高
齢
化
に
伴

い
財
政
負
担
の
大
き
な
要
因

と
し
て
国
民
医
療
費
が
あ

り
、
毎
年
増
加
を
し
て
い
る
。

　

健
（
検
）
診
に
は
基
本
健

診
や
特
定
健
診
、
後
期
高
齢

者
健
診
そ
し
て
が
ん
検
診
な

ど
が
あ
り
、
健
康
診
断
の
受

診
で
早
期
発
見
、
早
期
治
療

す
る
こ
と
で
医
療
費
や
介
護

費
を
抑
制
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
。

　

現
在
、
先
進
的
な
取
り
組

み
で
受
診
率
向
上
を
推
進
し

て
い
る
自
治
体
も
増
え
て
い

る
。
つ
く
ば
市
で
は
健
康
診

断
や
健
康
に
関
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
を
し
ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
、
記
念
品
や
豪
華
景
品

を
獲
得
で
き
る
“健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
〞
事
業
で
、
受
診
率

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
も
保
険
税
負
担
は

毎
年
増
加
状
況
に
あ
り
、
今

後
、
医
療
費
抑
制
の
施
策
が

大
変
重
要
で
あ
る
。
一
人
ひ

と
り
の
健
康
意
識
を
高
め
受

診
率
向
上
を
計
る
た
め
、
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

●
保
健
福
祉
部
長　

現
在
、

本
市
で
実
施
し
て
い
る
健
康

診
断
は
、
健
康
増
進
課
所
管

と
国
保
年
金
課
所
管
の
事
業

が
あ
り
、
検
査
項
目
が
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
み

ら
い
健
診
」
と
し
て
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
ず
健
康
増
進
課
所
管
の

基
本
健
康
診
査
と
各
種
が
ん

検
診
の
平
成
24
年
度
の
受
診

率
は
、
23
年
度
と
比
較
す
る

と
、
全
体
的
に
増
加
傾
向
に

あ
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
、

が
ん
対
策
室
の
設
立
が
大
変

大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
大
腸
が
ん
、
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
医
療
機

関
で
の
個
別
検
診
を
開
始
し

健康診断受診率向上の
取り組みについて

染谷　礼子　議員

た
。
そ
の
他
、
受
診
し
や
す

い
会
場
や
日
程
の
設
定
、
医

療
機
関
検
診
の
拡
充
、
未
受

診
者
へ
の
個
別
通
知
、
広
報

や
出
前
講
座
等
で
の
受
診
啓

発
を
行
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
国
保
年
金
課
所
管

分
の
特
定
健
康
診
査
と
後
期

高
齢
者
の
健
康
診
査
の
24
年

度
の
受
診
率
は
、
23
年
度
と

比
較
す
る
と
、
わ
ず
か
に
減

少
し
て
い
る
が
、
被
保
険
者

の
増
加
に
よ
る
も
の
で
、
実

際
に
受
診
者
数
は
増
加
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
22
年
度
に
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
を
策
定

し
、
従
来
の
広
報
紙
等
に
よ

る
周
知
を
は
じ
め
、
未
受
診

者
へ
の
勧
奨
は
が
き
の
郵
送

な
ど
を
行
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
や

人
間
・
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
契

約
医
療
機
関
数
を
昨
年
よ
り

も
更
に
増
や
し
、
定
員
も
２

年
前
よ
り
80
人
増
や
す
な

ど
、
受
診
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
健
康
の
大
切

さ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
病
気

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の

第
一
歩
は
、
ま
ず
検
診
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
啓
発
し
、

関
係
課
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
受
診
率
の
向

上
に
努
め
た
い
。

●
市
長　

が
ん
対
策
を
は
じ

め
と
す
る
検
診
事
業
全
体
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
、
市
民

の
健
康
を
守
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

●
古
舘
議
員　

図
書
館
分
館

は
、
８
月
13
日
か
ら
16
日
ま

で
休
館
で
あ
っ
た
。
利
用
者

に
と
っ
て
静
か
で
快
適
な
図

書
館
は
、
読
書
や
夏
休
み
の

宿
題
の
勉
強
、
受
験
生
は
知

識
を
得
た
い
事
な
ど
を
調
べ

る
の
に
大
切
な
所
で
あ
る
。

し
か
し
、
盆
休
み
に
ゆ
っ
く

り
と
読
書
を
し
た
い
と
思
っ

て
も
、
今
利
用
で
き
な
い
現

状
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
学
力
低
下
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
本

を
読
む
子
ど
も
が
減
っ
て
き

て
い
る
。
本
か
ら
知
ら
な
い

世
界
を
知
り
、
体
験
し
た
こ

と
の
な
い
事
柄
も
理
解
で

き
、
本
に
親
し
む
こ
と
は
情

操
教
育
に
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。

　

近
隣
の
図
書
館
分
館
で
盆

休
み
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ

は
な
い
。
無
料
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
で
読
み
た
い
本
が
ど
こ

の
図
書
館
に
あ
る
か
閲
覧
で

き
、
近
隣
の
図
書
館
な
ら
借

り
に
行
け
た
り
、
郵
送
も
頼

む
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
を
目
指
す

た
め
に
も
、
盆
休
み
休
館
を

取
り
や
め
開
館
す
る
こ
と
を

要
望
す
る
。

●
教
育
長　

現
在
、
三
カ
所

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

小絹コミュニティセンター内
図書館分館の休館について

古舘　千恵子　議員
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つくばみらい市　議会だより

の
休
館
日
は
、
毎
週
月
曜
日
、

８
月
13
日
か
ら
16
日
ま
で
の

お
盆
期
間
、
年
末
年
始
の
12

月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

ま
で
で
あ
る
。

　

お
盆
期
間
を
休
館
と
し
た

経
緯
は
、
平
成
21
年
度
ま
で

全
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
お
盆
期
間
を
開
館

し
て
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
の

利
用
状
況
が
余
り
に
も
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
規
則
を

改
正
し
平
成
22
年
度
か
ら
休

館
と
し
た
。

　

改
正
前
の
利
用
状
況
は
、

平
成
19
年
が
谷
井
田
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
４
件
、

小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
１
件
。
平
成
20
年
は
谷

井
田
コ
ミ
セ
ン
６
件
、
小
絹

コ
ミ
セ
ン
２
件
。
平
成
21
年

は
板
橋
コ
ミ
セ
ン
２
件
、
谷

井
田
コ
ミ
セ
ン
３
件
、
小
絹

コ
ミ
セ
ン
が
５
件
で
あ
っ

た
。
最
も
多
く
利
用
さ
れ
た

日
で
も
、
平
成
20
年
８
月
16

日
に
谷
井
田
コ
ミ
セ
ン
で
１

日
３
件
と
い
う
利
用
状
況
を

考
慮
し
た
結
果
、
こ
の
期
間

を
休
館
と
し
た
。

　

そ
の
た
め
小
絹
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
休
館
と
な

る
こ
と
か
ら
、
同
館
内
の
図

書
館
小
絹
分
館
も
管
理
の
都

合
上
休
館
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
図
書
館
小
絹
分
館

の
開
館
に
つ
い
て
は
、
他
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と

の
調
整
や
費
用
面
等
の
課
題

を
解
消
し
て
、
市
民
に
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
る
、
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
も
な
る
図
書

館
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
。

（
掲
載
以
外
の
質
問
事
項
）

☆ 
地
域
福
祉
推
進
体
制
の
整

備
に
つ
い
て

同
意
第
３
号

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期

が
10
月
２
日
に
満
了
と
な
る
た

め
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
政
治
倫

理
条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

台
　

坂さ
か
く
ら倉　

悦え
つ
こ子 （

再
任
）

同
意
第
４
号

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期

が
10
月
２
日
に
満
了
と
な
る
た

め
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
政
治
倫

理
条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

筒
戸

　

鈴す
ず
き木　

忠た
だ
ひ
ろ博（

再
任
）

同
意
第
５
号

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期

が
10
月
２
日
に
満
了
と
な
る
た

め
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
政
治
倫

理
条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

陽
光
台

　

渡わ
た
な
べ邉　

泰た
い
き紀（

新
任
）

同
意
第
６
号

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期

が
10
月
２
日
に
満
了
と
な
る
た

め
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
政
治
倫

理
条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

高
岡

　

飯い
い
だ田　

　

廣ひ
ろ
し（

新
任
）

同
意
第
７
号

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の

委
嘱
に
つ
い
て

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
任
期

が
10
月
２
日
に
満
了
と
な
る
た

め
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
政
治
倫

理
条
例
の
規
定
に
よ
り
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
次
の
方
の

任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

谷
井
田

　

原は
ら
だ田　

健け
ん
じ至（

新
任
）

議
案
第
72
号　

工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

※ 

川
上
文
子
議
員
か
ら
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

認
定
第
１
号　

平
成
24
年

度
つ
く
ば
み
ら
い
市
一
般
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

※ 

古
川
よ
し
枝
議
員
か
ら
反
対

討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

認
定
第
２
号　

平
成
24
年

度
つ
く
ば
み
ら
い
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
決
算
認
定

に
つ
い
て

※ 

川
上
文
子
議
員
か
ら
反
対
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
回
定
例
会



　片庭市長へ予算要望書を手渡す正副議長、
　三常任委員長
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　10月１日、つくばみらい市議会では、片庭市
長に平成２６年度予算編成・施策について、下記
の内容の要望書を手渡し要望活動を行いました。
この要望書は各常任委員会ごとに委員長が作成し
たものです。

【予算編成要望の内容】
（総務常任委員会）
１.  適正な人員配置と人員確保
２．市民サービスの向上
３．市民協働のまちづくりの推進
４．効率的な行財政改革の推進
５．災害に強いまちづくりの推進
６．ワープステーション江戸周辺における地域
　　振興の推進
（教育民生常任委員会）
１．総合運動公園の整備促進
２．青少年の健全育成対策の強化
３．福祉施策及び介護保険制度の充実
４．保育内容の充実
５．児童クラブの拡充
６．早期の学校耐震化及び安心安全な教育環境
　　の整備
７．図書館の充実

（経済常任委員会）
１．生活排水処理施設（公共下水道、農業集落
　　排水等）の普及対策の強化と加入促進
２．農家が意欲を持てる農業施策の推進
３．市内産農産物の生産・販路（６次産業）拡大
４．中小商工業者への振興支援
５．県道高岡藤代線延伸線をはじめとする広域
　　道路及び生活道路の整備促進
６．ＴＸ事業及び丘陵部の地域活性化の促進
７．交通安全対策の推進と安全な通学路の整備
８．豊かな自然環境と良好な生活環境の保全、
　　適切な対応と監視体制の強化
９．空き家対策の推進

平成 26年度予算編成に対する要望

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
議
会
で

は
、「
市
民
に
身
近
な
、
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
録
画
中
継
の
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
市
の
重
要
な
課
題

は
何
か
を
多
く
の
市
民
に

知
っ
て
い
た
だ
き
、
情
報
の

公
開
と
共
有
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
の
掲
載
期

間
は
１
年
と
な
り
ま
す
。
編

集
に
は
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
を
活

用
し
、
経
費
を
か
け
ず
に
作

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
会
だ
よ
り
第
８
号
か
ら

市
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
、
音
声
に
よ

る
議
会
だ
よ
り
を
始
め
ま
し

た
。
音
声
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
あ
る
『
朗
読
グ

ル
ー
プ
か
た
く
り
』
の
方
々

に
よ
る
も
の
で
、
活
動
は
、

声
の
広
報
と
し
て
つ
く
ば
み

ら
い
市
の
「
広
報
つ
く
ば
み

ら
い･

議
会
だ
よ
り･

社
協

だ
よ
り
」
な
ど
の
音
声
訳
を

行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
窓
口
に
目
の
不
自
由

な
方
々
を
対
象
に
、
無
料
で

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
貸
し
出

し
を
し
て
い
ま
す
。
音
声
に

よ
る
議
会
だ
よ
り
は
、
お
借

り
し
た
テ
ー
プ
を
デ
ジ
タ
ル

変
換
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

録
画
中
継
配
信
中

音
声
に
よ
る
議
会
だ
よ
り

　

本
会
議
の
会
議
録
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
立
図
書
館
及

び
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
最
新
の
会
議
録
の
公
開
開
始

は
、
各
定
例
会
終
了
か
ら
概
ね
３
ヵ
月

後
と
な
り
ま
す
。

会議録の公開
について

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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つくばみらい市　議会だより

　　市立谷井田小学校（直井校長）６年生、豊小学校（佐藤校長）６年生、三島小学校（福田校長）６年生、
東小学校（廣瀬校長）６年生、伊奈中学校 ( 秋田校長 ) ３年生のみなさんが、議会の一般質問を傍聴
しました。
　感想文をお寄せ頂きましたので、その一部をご紹介します。
　なお、市議会では、２１世紀を担う子供達に小中学生の時代から議会に興味を持っていただき、市
民にとってより一層身近で親しみやすい議会を目指す取り組みを平成２０年度より開始し、市内小中
学校単位での本会議傍聴を促進しています。

谷井田小学校６年１組　鶴
つ る が さ き

ヶ崎　悠
ゆ い

衣　さん
　私は、市議会を見学に行きました。そこで
感じたことは、議員さんたちが熱心に私たち
市民のことを思って会議をしているというこ
とです。海老原議員さんの谷井田小学校の前
で行っている都市ガス工事のことでは、その
地区に住んでいる人のことを考え質問をして
いることがわかりました。
　このように熱心に市民のことを考えている
ことがわかったのでうれしかったです。

谷井田小学校６年２組　原
はらぐち

口　杏
あ ん な

奈　さん
　私は、市議会の様子を見学したら、市議会
が身近にあるように感じました。
　それと、「歩道がない道路は、道路じゃない」
という市長さんの意見に私は賛成です。なぜ
かというと、歩道がないと通る人は道路のは
じを自動車を気にして、ビクビクして通らな
ければなりません。
　しかし、歩道があったら、人がまきこまれ
る交通事故が減ると思うし、安心して歩くこ
とができると思います。私たち、市民が安心
して過ごすために、ぜひ歩道を作ってほしい
と思いました。

谷井田小学校６年２組のみなさん

谷井田小学校6年１組のみなさん市議会に見学に行って感じたこと

議会の様子を見学して

小中学生のみなさんが議会を見学小中学生のみなさんが議会を見学！！！！
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三島小学校６年１組　峰
みね

　風
ふ う か

花　さん
　私は、初めて議会を見に行きました。一番おど
ろいたことは、一人の議員さんの質問に対し、市
長さんや総務部長さんや都市建設部長さんが答え
たりと、何人もの回答者がいることです。私は、
見に行くまで、一人の質問に対し、答えるのは、
一人だと思っていたからです。でも、質問にあっ
た人が答えていると知って、こうやって、決まっ
ていくんだなと思いました。
　また、私は、山王新田に住んでいます。山王新
田の案が出ていたので、この後、どのように山王
新田が変わっていくのかと想像してしまいました。
中学生になったころ、山王新田はどうなっている
のかが楽しみです。

三島小学校６年生のみなさん

東小学校６年１組　金
か ね こ

子　実
み お

央　さん
　私は、初めて市議会を見ました。私たちが住ん
でいるつくばみらい市を住みやすくするために、
市長さんは道路をつくったり学校を修理したり将
来の計画を立てたり、いろんな仕事をしているん
だなと思いました。
　市議会のときに皆、はずかしがらず自信を持っ
て発表していたので、私も自信を持って発表でき
るようになりたいなと思いました。
　そして、その市長さんの堂々としたすがたがと
ても心に残っています。あんなふうに、堂々とで
きるのは市民に信らいされているからなのかなと
思いました。私も将来堂々としていて皆から信ら
いされる大人になりたいです。

東小学校６年生のみなさん

豊小学校６年１組　木
き ざ わ

澤　亮
りょうた

太　さん
　市議会見学に行ってみてぼくは、2つの事を思
いました。
　1つ目は、質問する議員さんの態度です。質問
する議員さんは、座ってる時よりも姿勢がよくなっ
て一つ一つの言葉も他の議員さんに聞き取りやす
く言っていました。その事を見ていると、ぼくも
まねをしたくなりました。
　2つ目は、答える側の市長さん、教育長さんで
す。市長さんや、教育長さんもさっきのことと同
じで、他の議員さんに聞き取りやすく言っていま
した。ぼくは、市長さん、教育長さんは、こうい
う議会になれているということが分かりました。
　正直言って話の内容は分かりませんでしたが、
また見学しに行きたいと思いました。

豊小学校６年生のみなさん
市議会に行ってみて

市議会に行って

市議会を見学して
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つくばみらい市　議会だより

伊奈中学校３年１組　進
しんじ

士　麗
れいら

羅　さん
　市議会を見学して分かったことが多くあります。
まず、議会での話し合いのしかたで質問する側の
議員さんに対し、質問に答えている人が市長さん
や教育長さんなどの多くの人が質問の内容によっ
て変わるということが分かりました。
　また、通学バスについての内容や、再生可能エ
ネルギーのことについてなど私たち市民のことを
考えて、いろいろな討論をして住民の住みよい市
をつくろうとしてくれていることについて、とて
も良く分かり、ありがたいことだと思いました。
　市議会の見学をしてみて、初めて知ったことな
どが多くあり、少しだけれど政治について興味が
出てきました。これからも話し合いで市を良くし
て下さい。

伊奈中学校３年１組のみなさん

伊奈中学校３年３組　西
にしやま

山　奈
な な

那　さん
　今日、市議会を見学して、改めて議員の方々が
私たちのことを考え色々な活動を行っていること
が分かりました。議会ということだったので、難
しい内容なのかな、と思っていましたが、｢洋式ト
イレの設置｣ など、私たちの生活に関する議論を
していたので、より良い市をつくるために、議員
の方々が頑張っていることが、とても良く分かり
ました。

伊奈中学校３年２組　池
いけだ

田　好
このみ

　さん
　私は議会を見学して、まず、発表している人が、
ものすごく堂々としていて、かっこいいと思いま
した。
　また、質問している議員は私たちの代表ですが、
私も知らないところでも、私たちの健康のことを
考えていてくださることを聞き、とてもうれしかっ
たです。私は、もっと大きくなり、もっと社会の
ことを理解したら、このような仕事につきたいと
強く思いました。

伊奈中学校３年２組のみなさん

伊奈中学校３年３組のみなさん

市議会を見学して分かったこと

議会を見学して

市議会を見学して
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しませんか !!
傍　聴
市議会を

会期日程のお知らせ

　

9
月
議
会
で
は
、
決
算
の
慎
重
な
審

議
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
定
例
会
開
催
中
の
9
月
16
日
に

台
風
18
号
が
日
本
列
島
に
上
陸
、
各
地

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

気
象
庁
は
過
去
に
起
き
た
大
災
害
の

教
訓
を
生
か
し
、
数
10
年
に
1
度
の
大

雨
や
大
雪
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
、
従

来
の
警
報
よ
り
1
ラ
ン
ク
上
の
特
別
警

報
を
8
月
30
日
に
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
そ
し
て
わ
ず
か
半
月
後
の
発
表
か

ら
「
直
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
取
っ
て

下
さ
い
」
の
呼
び
か
け
が
、
繰
り
返
し

テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
た
の
で
す
。

　

近
年
、
地
震
や
竜
巻
な
ど
予
知
が
難

し
い
災
害
も
多
発
し
て
お
り
、
今
後
一

層
の
防
災
減
災
へ
の
強
化
は
加
速
を
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
災
害
の
無
い

こ
と
を
祈
り
た
い
も
の
で
す
。

（
委
員
長　

染
谷
礼
子
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

染
谷
礼
子

委　

員　

古
川
よ
し
枝　

中
島
五
郎

　
　
　
　

直
井
高
宏　
　

小
田
川
浩 

　
　
　
　

鐘
ケ
江
礼
生
奈

平成25年第４回定例会は、平成25年第４回定例会は、
次のとおり開催される予定です。次のとおり開催される予定です。

　◎ご意見ご感想をお寄せください◎ご意見ご感想をお寄せください◎◎
　「議会だより」についてのご意見・ご感想をお寄せください。今後の本誌編集の参考にさせ
ていただきます。また、議会についてのご意見等ありましたら併せてお聞かせください。　
　〒 300-2492　つくばみらい市加藤 237番地　つくばみらい市役所　議会事務局まで
　☎ 58-2111　FAX20-5760　Ｅメール gikai01@city.tsukubamirai.lg.jp

月　日 曜日 会議 内　　　　　容
11月27日 水

本 会 議

開会、議案の上程及び説明
11月29日 金 一般質問

12月 2日 月 一般質問、議案の委員会
付託

12月 3日 火
常任委員会

総務常任委員会
12月 4日 水 教育民生常任委員会
12月 5日 木 経済常任委員会

12月10日 火 本 会 議 委員長報告、質疑、討論、
採決、閉会

　議会は、特別な場合を除き、だれ
でも傍聴することができます。
◎傍聴の手続き
　傍聴は、先着順で受付票に住所、
氏名、年齢をご記入していただくだ
けで、傍聴席（定員５０人）に入場
できます。なお、常任委員会等の傍
聴席は、定員５人となっています。
◎傍聴場所
　つくばみらい市の議会は、谷和原
庁舎 3階です。

◎第３回定例会
　　傍聴者数２４６人（内小中学生２０２人）

　

あ
な
た
の
写
真
を
議
会
だ

よ
り
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　

詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。 掲

載
写
真

掲
載
写
真

　
　
　
　

  

募
集
！

募
集
！

※日程等については変更になる場合があります。なお、
会期日程は、議会運営委員会 ( 通常は開会日の７日前
に開催 ) で協議され、定例会初日の本会議で決定され
ますので、事前に議会事務局までお問い合わせ下さい。

議会ＴＶ放映中
議会開会中、伊奈庁舎及び谷
和原庁舎のロビーに設置して
あるテレビで、本会議の様子
を生中継しています。どうぞ、ご視聴ください。

編
集
後
記


